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自治会事務局(第２自治会館) 業務時間 平日 ９時～１６時 土曜 ９時～１２時 日・祝日-休館

日

時

１
月
12
日
（
日
）

10
時
～
12
時

場

所

中
央
公
園

お
正
月
に
使
っ
た
し
め
縄
や
松
飾
り
に
、

感
謝
を
込
め
て
焚
き
上
げ
る
『
と
ん
ど
』
を

10
時
点
火
で
実
施
し
ま
す
。

だ
い
だ
い
等
は
外
し
て
く
だ
さ
い
。

書
初
め
な
ど
の
紙
類
は
燃
や
せ
ま
せ
ん
。

今
年
も
「
ぜ
ん
ざ
い
」
を
用
意
し
て
い
ま

す
。同

時
開
催
の
「
じ
て
ん
し
ゃ
」
で
は
、
た

け
う
ま
、
た
こ
あ
げ
、
こ
ま
回
し
、
け
ん
だ

ま
等
の
昔
遊
び
と
、
自
転
車
安
全
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
広
場
で
思
い
っ
き
り
体
を
動
か

し
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

清
和
台
地
区
防
災
訓
練

と
ん
ど
祭
り
と
併
催
で
実
施
し
ま
す
。

９
時
頃
、
震
度
６
弱
の
地
震
発
生
を
想
定
。

９
時
30
分
ま
で
に
一
時
避
難
場
所
（
最
寄
り

の
公
園
）
に
集
合
の
後
、
避
難
場
所
が
開
設

さ
れ
た
中
央
公
園
に
移
動
。

訓
練
で
は
無
線
交
信
、
簡
易
担
架
作
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
、
可
搬
式
消
火
ポ
ン
プ
操
作
等

を
行
い
ま
す
。

訓
練
に
は
消
防
署
員
が
参
加
し
、
サ
ポ
ー

ト
い
た
だ
き
ま
す
。

併
せ
て
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援
訓
練
も

行
い
ま
す
。

年
末
特
別
警
戒
パ
ト
ロ
ー
ル

安

全

部

今
年
も
残
り
あ
と
わ
ず
か
。
こ
の
一
年
、

さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
「
清
和
台
の
住
民
」
は
安
心
し
て
、
安

全
に
生
活
す
る
と
い
う
想
い
を
共
有
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

恒
例
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
、
清
和
台
ら
し
い

年
末
を
共
に
し
ま
せ
ん
か
。

日

時

12
月
27
日
（
金
）

28
日
（
土
）

19
時
～
20
時
30
分

集

合

中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

予
備
日

12
月
29
日
（
日
）

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

小
さ
い
お
子
さ
ん
も
保
護
者
と
一
緒
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

温
か
い
甘
酒
、
お
菓
子

も
用
意
し
て
い
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
を
終
え
て

総

務

部

第
１
地
区
か
ら
第
４
地
区
の
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
を
11
月
16
日
、
11
月
23
日
の
午
前
・
午
後

の
４
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

延
べ
１
５
９
名
の
参
加
が
あ
り
、
地
域
の

見
守
り
や
空
き
家
の
対
策
、
そ
し
て
自
治
会

に
対
す
る
要
望
等
、
様
々
な
学
び
と
ご
意
見

を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。自

治
会
に
対
し
て
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
は
、
対
処
方
針
も
含
め
、
一
覧
表
に
取
り

ま
と
め
て
回
答
・
配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

愛する心をつないで 誇れるまちにしよう

自
治
会
事
務
局

休
館
案
内

12
月
29
日
（
日
）
～
１
月
５
日
（
日
）

と
ん
ど
祭
り



（
４
６
５
号
）

開
催

11
月
17
日

［
議
題
報
告
事
項
］

・
会
議
予
定

11

月
30

日
（
土
）
14

時
～

３
自
治
会
情
報
交
換
会

大
和
第
１
自
治
会
館

12

月
1
日
（
日
）
10

時
～

三
役
会

12

月
7
日
（
土
）
10

時
～

部
長
会

12

月
15

日
（
日
）
10

時
～

役
員
会

・
下
期
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
１
面
参
照
）

・
行
事
予
定

・
11

月
25

日
（
月
）
防
災
講
座

13

時
30

分
～

清
和
台
公
民
館

・
12

月
１
日
（
日
）
指
定
ゴ
ミ
袋
有
料

化
を
考
え
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

14

時
30

分
～

清
和
台
公
民
館

・
12

月
8
日
（
日
）
も
ち
つ
き
大
会

10

時
～

中
央
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
年
末
特
別
パ
ト
ロ
ー
ル
（
１
面
参
照
）

・
下
期
自
治
会
費
集
金
、
赤
い
羽
根
募

金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
つ

い
て

・
そ
の
他

ブ
ロ
ッ
ク
及
び
班
の
見
直
し
（
西

プ
レ
シ
ア
ス
及
び
西
３-

２-

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
）

［
各
部
報
告
］

（
総
務
部
）

10

月
12
日

部
長
会

議
事
録
作
成

10

月
20

日

役
員
会
・
班
長
会

議
事
録

作
成

（
広
報
部
）

・
「
せ
い
わ
だ
い
に
ゅ
～
す
」
11

月
号

（
３
４
２
号
）
発
行

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

・
広
報
板
管
理
（
６
ヵ
所
）

（
環
境
部
）

公
園
管
理

・
東
池
公
園
北
側
の
桜
の
苗
木
の
損
傷

あ
り
、
行
政
に
て
対
処
済
み

・
７
カ
所
公
園
で
ゴ
ミ
を
回
収
処
分

そ
の
他

・
西
５
の
県
道
緑
地
帯
に
倒
木
放
置
、

県
土
木
課
に
対
応
依
頼

・
西
５

の
市
緑
地
帯
樹
木
の
剪
定
依
頼

あ
り
、
行
政
に
対
応
依
頼

等

・
10

月
資
源
回
収
実
績

30

・
９

ト
ン

（
88

・
0

％
）

（
福
祉
・
保
健
部
）

慶
弔
関
係

お
悔
や
み

5
件

（
文
教
部
）

11

月
3
日

文
化
祭
抽
選
会
実
施

（
体
育
部
）

10

月
４
日
「
秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
」
案
内

状
印
刷
、
後
日
挟
み
込
み
作
業

10

月
26

日
「
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に

役
員
及
び
選
手
と
し
て
参
加

（
安
全
部
）

防
犯
カ
メ
ラ

一
部
カ
メ
ラ
視
界
に
樹
木
有
処
理
依
頼

（
交
番
だ
よ
り

）

交
通
事
故

10

月
10

日
東
４
市
道
バ
イ
ク
自
損
転
倒

10

月
24

日
東
３
市
道

車
×
自
転
車
接
触

犯
罪

10

月
23

日
東
５

車
に
ペ
ン
キ
か
け
ら
れ
る

10

月
31

日

東
２

自
転
車
盗
難

無
施
錠

そ
の
他

10

月
23

日

川
西
警
察
に
よ
り
犯
罪
捜
査

の
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
第
７
号
機

（
第
３
自
）
デ
ー
タ
閲
覧

・
交
通
安
全
講
習
会
、
10

月
23

日
14

時
～

参
加
者
18
名

（
既
報
）

・
青
パ
ト
講
習
会
受
講
合
格
者
に
実
施

者
証
の
更
新
手
続
き
実
施
中

（
会
館
運
営
部
）

10

月
18

日

第
5
自
、
掛
け
時
計
2
個
電

池
交
換

10

月
22

日

第
4
自
、
掛
け
時
計
電
池
交

換
、
及
び
ト
イ
レ
の
詰
ま
り
を
業
者

に
よ
る
高
圧
洗
浄
実
施
済

年
末
年
始
の
ゴ
ミ
出
し
に
つ
い
て

清
和
台
地
区
全
域

●
「
燃
や
す
ゴ
ミ
」

年
末
最
終
回
収
日
は

=

12
月
31
日
（
火
）

=

年
始
開
始
回
収
日
は

‼

１
月

７
日
（
火
）

い

●
「
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」

さ

年
末
最
終
回
収
日
は

下

12
月

25
日
（
水
）

意

年
始
開
始
回
収
日
は

注

１
月
8
日
（
水
）

ご

●
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」

=

年
末
最
終
回
収
日
は

=

12
月
26
日
（
木
）

年
始
開
始
回
収
日
は

１
月
9
日
（
木
）

第
３
回

運
営
委
員
会
（
11

月
24

日
）

・
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

（
２
月
開
催
）

・
清
和
台
中
学
校
自
転
車
通
学

試
験
運
行
継
続
中

せいわだいにゅ～す 令和６年１２月8日（２）

役
員
会
だ
よ
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
だ
よ
り

新
入
会
員

11
月
度

（
敬
称
略
）

上
野

睦
輝

西
１

ほ
か

３
世
帯



秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
終
え
て

体
育
部

11
月
10

日
、
曇
り
空
の
下
、
秋
の
ハ
イ

キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
お
子
さ
ん
の
参
加
が
少
な
く
、

50
名
弱
で
し
た
が
、
全
員
ケ
ガ
も
無
く

ワ
イ
ワ
イ
・

ガ
ヤ
ガ
ヤ

楽
し
い
一

日
を
共
有

し
ま
し
た
。

今
回
は
、

小
童
寺
か

ら
鳴
尾
・

山
の
原
ゴ

ル
フ
カ
ン

ト
リ
ー
の

間
を
抜
け
、

日
生
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の

公
園
ま
で

の
約
11

㎞

の
道
の
り

で
し
た
。

今
後
は
、

子
ど
も
か

ら
お
年
寄

り
ま
で
、

楽
し
め
る

ハ
イ
キ
ン
グ
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

川
西
養
護
学
校
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

主
に
、
登
校
と
登
校
直
後
の
生
活
（
排

泄
、
給
水
な
ど
）
の
支
援
を
し
て
い
た
だ

く
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
エ
ン
ゼ
ル
キ
ッ

ズ
清
和
台
付
近
か

ら
7
時
10
分
、
も

し
く
は
、
7
時
30

分
川
西
能
勢
口
で

通
学
バ
ス
に
乗
車

で
き
る
方
）

業

務

学
校
特
別
支
援
加
配

（
会
計
年
度
市
職
員
）

内

容

通
学
バ
ス
の
リ
フ
ト
操
作

子
ど
も
見
守
り
・

登
校
後
の
支
援

時

間

週
5
日

７
時
30
分
～
９
時
30
分

（
2
時
間
）

報
酬
・
申
込
等
の
詳
細
は
問
合
せ
下
さ
い

川
西
市

教
育
保
育
職
員
課

０
７
２
‐
７
４
０
‐
１
２
４
２

（３） せいわだいにゅ～す 令和６年１２月８日

「
和
」
カ
フ
ェ

な
ご
み

月

日

1
月
19
日
（
日
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

第
１
自
治
会
館

参
加
費

無
料

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

認
知
症
カ
フ
ェ

「
ひ
と
や
す
み
カ
フ
ェ
」

日

時

１
月
22
日
（
水
）

13
時
30
分
～
15
時

場

所

ト
ナ
リ
エ
清
和
台
２
階

ｃ
a
ｆ
e

m
u
k
u

参
加
費

１
０
０
円

フ
レ
バ
ー
テ
ィ
、
お
菓
子
付
き

※
12
月
は
お
休
み
で
す

※
清
和
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
「
介
護
相
談
」
が
あ
り
ま
す

ふ
れ
あ
い
広
場

日

時

１
月
22
日
（
水
）

13
時
〜
15
時

内

容

映
画

【
め
ぐ
り
逢
い
】

ケ
ー
リ
ー
・
グ
ラ
ン
ト

デ
ボ
ラ
・
カ
ー

場

所

友
楽
園

さ
ん
り
ん
し
ゃ

１
月
は
、
お
休
み
で
す

※
全
て
の
行
事
に

マ
ス
ク
着
用
で

お
願
い
し
ま
す

※
状
況
に
よ
り
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す

く
ら
し
の
相
談
窓
口
「
こ
こ
ろ
」

第
２
自
治
会
館
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ

７
９
９
‐
２
９
４
０

フ

ク

シ
マ
ル

Ｆ
Ａ
Ｘ

７
９
９
‐
２
９
４
１

福

祉

だ

よ

り

手をつなぎ こころ育てる 福祉の輪・話・和
わ わ わ

お
悔
み

（
敬
称
略
）

岡
本

永
康

東
１

今
村

千
賀
子

東
４

加
藤

章
一

西
１

小
坂

佳
弘

東
４

小
山

敬
子

西
４

うぐいす池公園 小童寺の竹林を通り抜け

今年も、立派に咲きました



せいわだいにゅ～す 令和６年1２月８日（４）

赤ちゃんの血圧は70mｍHg程度というのを

ご存知でしょうか。血圧は遺伝や生活習慣によ

る影響もありますが、年齢とともに必ず上昇し

ます。正常血圧だった人が高血圧になった時、

体動時や興奮時の血圧上昇に伴い、不快感（動

悸や頭痛など）を自覚される事がよくあります。

ただ、その血圧上昇を放置していると、脳は高

血圧に慣れ、次第に不快感は消失していきます。

寒い日の朝に、あわてて来院されたおばあさ

んの血圧を測定したところ270mmHgだった

事がありましたが、そのおばあさんの来院時の

言葉は「私、血圧低いの」でした。

この高血圧への慣れが、最近問題になってい

ます。最新の研究では75歳未満の高血圧患者

さんの降圧目標は115mmHｇ以下になってい

ます。この数値を目標に降圧すると、立ちくら

みを自覚する人が増えますが、それでも健康寿

命が改善するようです。

個人的には、立ちくらみで苦しみ、生活の質

を下げてまで降圧を強く勧めることに抵抗は感

じますが、高齢になって、降圧が困難になって

いる人が増えていることも事実です。

例えば、40歳代の人が血圧130mmHg台で

も症状がないというだけで放置していると、そ

の血圧に慣れた脳は、さらに髙い血圧に慣れ6

0歳代には150mmHg台が平気になり、70歳

代では150mmHg以下では脳が不快感を示す

ようになります。

しかし、心臓は髙い血圧にいつまでも耐えら

れません。高血圧性心不全になっても（治療は

降圧しかありません)血圧が下げられず、心房細

動になり血圧が低下したため全身倦怠感が持続

する高齢者を診察するにつけ、若いうちの積極

的な降圧が重要だと強く感じます。

70歳男性でも平均余命は約16年です。70

歳ならまだまだ心臓に負担をかけ続けることに

なるのですよ。

診察室からⅡ（104） 起立性調節障害

杉田クリニック 杉田 隆彰

異

文

化

見

聞

録

イ
タ
リ
ア
で
食
事
の
時
、
飲
む
の
は
『
ワ
イ

ン
』
一
般
家
庭
で
も
昼
の
食
事
か
ら
「
ワ
イ
ン
」

を
飲
み
な
が
ら
食
事
を
し
て
い
ま
す
。
（
平

日
で
も
昼
間
よ
り
飲
み
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
後
日
記
述
予
定
）
こ
こ
で
の
強
い

お
酒
は
『
グ
ラ
ッ
パ
』
と
い
う
ブ
ド
ウ
の
搾
り

か
す
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゆ
っ
た
り
と

食
後
の
ひ
と
時
に
楽
し
む
お
酒
で
す
。

シ
リ
ア
で
の
お
酒
と
い
え
ば
「
ア
ラ
ッ
ク
」

少
し
甘
め
で
度
数
は
20
〜
40
％
、
こ
の
お
酒
の

特
徴
？
は
、
無
色
透
明
な
の
で
す
が
グ
ラ
ス
の

中
に
注
ぎ
水
を
加
え
る
と
不
思
議
な
こ
と
に

白
色
の
お
酒
に
な
り
ま
す
。
一
般
的
に
水
を

加
え
て
飲
む
の
が
普
通
で
す
。
（
シ
リ
ア
は
イ

ス
ラ
ム
の
国
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
禁
止
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
飲
む
こ
と
は
容
認
さ

れ
て
い
ま
す
）
。
メ
キ
シ
コ
の
お
酒
は
「
テ
キ
ー

ラ
」
が
有
名
で
す
。
こ
れ
は
、
サ
ボ
テ
ン
か
ら

作
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
竜
舌
蘭

と
い
う
ア
ロ
エ
の
仲
間
よ
り
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
お
酒
を
飲
む
時
は
、
テ
キ
ー
ラ
を
飲
ん
だ

後
「
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
」
や
「
ラ
イ
ム
ジ
ュ
ー
ス
」

を
飲
み
ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
は
テ
キ
ー
ラ

と
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の
瓶
を
並
べ
て
食
べ
る
の

は
モ
チ
ロ
ン
『
タ
コ
ス
』
と
な
り
ま
す
。

メ
キ
シ
コ
で
は
、
も
う
一
つ
有
名
な
の
が

「
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
」
。
ビ
ン
の
口
に
ラ
イ
ム
や
レ

モ
ン
を
カ
ッ
ト
し
た
も
の
を
差
し
込
み
飲
み
ま

す
が
、
本
場
メ
キ
シ
コ
で
は
そ
の
様
に
し
て
い

る
の
は
、
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
（
も
っ

ぱ
ら
テ
キ
ー
ラ
）
イ
タ
リ
ア
で
は
、
コ
ロ
ナ
ビ
ー

ル
に
は
カ
ッ
ト
し
た
レ
モ
ン
が
差
し
込
ま
れ
て
、

そ
の
ま
ま
皆
ん
な
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

東
４

木
村

裕

お

酒

②

年
末
の
ご
挨
拶

社
会
で
は
、
食
品
を
中
心
に
値
上
げ
が
続
き
、

一
方
で
は
凶
悪
犯
罪
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
、
自
治
会
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
健
康
的
で

楽
し
い
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
地
元
の
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
道
路
や
公
園
、
街
路

樹
管
理
、
通
学
路
見
守
り
、
ゴ
ミ
清
掃
な
ど
多

く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

住
民
の
た

め
の
安
心
・
安
全
な
ま
ち
「
せ
い
わ
だ
い
」
を

誇
れ
る
ま
ち
に
し
よ
う
を
目
指
し
、
各
部
が
日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
本

誌
が
役
立
つ
情
報
で

あ
る
こ
と
を
願
い
、

今
後
も
情
報
発
信
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

迎
え
る
新
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
よ
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。
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